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１、プログラムの概要
　ホスト側のプログラムです。マイクロソフトが無償提供しているExpres2013 for Windows Desktop
  にてVB.NETで開発しました。理由は無償、使い慣れているなどからです。
　プログラムはMPUに対してコマンドを送ります。MPUからの返信を処理します。単純なソフトです。
　コマンドはボタンに配置しクリックされたらMPUに送るだけです。必ずホストから始まります。
　周波数などのデータを送るのはMPUからFコマンドが受信された時です。よく使う周波数などは
　コンボボックスやリストボックスにセットし操作性を良くしています。
　VB.NETのシステムはイベントドリブンなシステムなのでアイドリングループなど記述の必要はありません。
　簡単なソフトですが難しいのはserialportの扱いです。中々思うように動いてくれません。
　SWR特性はMS-CHARTを使っています。MPUからAD値が送られてきますので電圧（ｄBｍ）に変換し
　リターンロスを計算し、SWRを算出します。HF全帯域の図はｄBｍ値を表示しています。
　指定周波数の指定帯域の特性図はSWRを表示します。指定帯域と言ってもMPUからは１Kzスパン
　で1100データ来ますので必要な帯域分だけを表示します。

２、ボタン配置

Aコマンド Cコマンド Dコマンド 　　Eコマンド
H,h,l,Lコマンド

　　Gコマンド 　　　　Fコマンド MPUからの受信データ数

特定バンド選択ComboBox
Cコマンドの自動／手動 特定周波数選択ComboBox

　　　SWRの測定結果」

３、チャート
３．１、チャート１（HF全帯域表示）
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３．２、チャート１の設定

３．３　チャート２　（指定周波数、指定帯域）

３．４チャート２の設定
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４、ソフトウエアー説明
４．１、主なサブルーチン・関数
(1)Private Sub Form1_Load(・・・)

概要 フォームロード
機能説明 シリアルポートのオープン。オープンできないときはタイマーで０．５秒ごとにポートを監視

(2)Private Sub Button3_Click(・・・)
概要 Cコマンド送信
機能説明 自動同調ならCコマンド送出後にモーター駆動ボタンを自動クリック

現在のアンテナ長さと移動後の長さからタイムアウト値を計算

(3)Private Function GetData() As DataSet
概要 チャート１のためのデータセット
機能説明

メモリアドレス
から周波数算出
誤差を最小に
するためDDSの
設定値から算出

ここにｄBmが
入っている

チャート用データセット
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(4)Private Function GetData1() As DataSet
概要 チャート２のためのデータセット
機能説明

(5)Private Sub SerialPort1_DataReceived（・・・）
概要 シリアルポート受信
フローチャート

SerialPort1_DataReceived

シリアルポートｒｅａｄ

　　　=>6
受信文字数
　　　　　　　
　　　　　　<6
文字数文繰り返し

　　　yes
データは”Ｏ”

　　　　　yes
            No DまたはＥコマンドの返信か

　　yes Ａコマンド送出
データは”N” 　　No

　　NG表示
            No

　　　   A         B         C

周波数の設定１ｋHzｽﾃｯﾌﾟなので

＋１していく。

リターンロスの計算
反射係数の計算

SWRの計算

チャート用データセット
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　　　   A         B         C

       yes
ｺﾏﾝﾄﾞＣでデータは”Ｓ”

停止を表示
            No

       yes
ｺﾏﾝﾄﾞＣでデータは”Ｔ”

再動を表示
            No

       yes
ｺﾏﾝﾄﾞＣでデータは”Ｒ”

完了を表示
            No

Ｄコマンド送出

       yes
ｺﾏﾝﾄﾞＣ、Ｅでデータは”Ｆ”

周波数送出
            No

自動／手動送出

       yes
ｺﾏﾝﾄﾞＣ、Ｅでデータは”Ｖ”

タイムアウト時間送出
            No

ＡＤ値をｄＢｍに変換

ＲＬ算出

τ算出

ＳＷＲ算出

ＲＬ，τ、ＳＷＲ表示

文字数分繰り返す

No
コマンドはＡか

　　　　　yes
ＡＤ値をｄＢｍに変換

1100
データ数は

　　　　　　8600
チャート２表示 チャート１表示

ＥＸＩＴ　ＳＵＢ

ここがＣコマンドの

返信のＳＷＲデータ

です。
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機能説明
　受信データはＷｉｎｄｏｗｓ　の中に組み込まれていてバッファ動作などかなりややこしい。そこは触らない
　ようにして処理します。
　ＡコマンドではＭＰＵのメモリからデータを送信させます。したがって文字数は８６００か１１００のはずです。
　ところが、どういうわけか分割されて送られてきます。それも一意ではありません。気まぐれに分割され
　ます。そこでトータルの文字数で処理するように作りました。
　なんがかんだやっているうちに纏まって送られるようになりました。それは下記の一行を受信イベント
　に入れたら時でした。
　 System.Console.Beep(440, 300)
　何が何だか狐につつまれています。兎に角動いたのでめでたしめでたしです。
　Ｃコマンドで随時ＡＤ値を送ってくるのは文字数１ですが、その前後にＯＫ、ＮＧのプロトコル文字を
　ＭＰＵが送っているとタイミングの関係でくっついて文字数が２になったり３になったりします。
　そこで６文字以内は一文字ずつ繰り返し処理します。
　ＭＰＵからのコマンドは

// PCへ送出する返信
//　'O'：OK送信　
//　'N'：NG送信　コマンド実行中はN送出後次のコマンド拒否
//  'F'：C,Eコマンドで周波数データ（4ﾊﾞｲﾄ）要求
// 
//  'S'：Cコマンドで一旦停止を知らせる    
//  'R'：Cコマンド移動完了を知らせる
//  'T'：Cコマンド再スタートを知らせる    
//  'V' : 'H,h,L,l'コマンドでタイムアウト時間　要求
//　'X'：モータがタイムアウト停止を知らせる　

　これらの文字はＣコマンドのＡＤデータと同じ条件で送るためＡＤデータの値が上記だとコマンドと
　判定されてしまいます。そこでＭＰＵ側で上記文字の値の場合値に0xAAを足して送信してきます。
　そこでCコマンドのデータ受信で0xF0より大きい値の時は0xAAを引いています。ＡＤ値には0xF0
　のような大きい値は送信されないからです。
　これはCコマンドの手動時のことで特段の差し障りはありませんので何もしなくても良いかもしれません。
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